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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】駆動トランジスタの閾値電圧のばらつき及び高
電位電源電圧のばらつきの補償が可能な有機発光ダイオ
ード表示装置を提供する。
【解決手段】スキャン信号に応じて、データ電圧または
基準電圧を第１ノードに供給する第１トランジスタＴ１
と、ゲート電極が第１ノードと接続され、ソース電極が
第２ノードと接続され、ドレイン電極が第４ノードと接
続される駆動トランジスタＴｄｒと、第１ノードと第２
ノードとの間に接続され、駆動トランジスタの閾値電圧
を保存する第１キャパシタＣ１と、第１発光制御信号に
応じて、第３ノードに印加される高電位電源電圧を第２
ノードに供給する第２トランジスタＴ２と、第１ノード
と第２ノードとの間の電圧差によって発光が制御される
有機発光ダイオードＯＬＥＤと、第２発光制御信号に応
じて、第４ノードと有機発光ダイオードのアノード電極
である第５ノードとを接続する第３トランジスタＴ３と
、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキャン信号に応じて、データ電圧または基準電圧を第１ノードに供給する第１トラン
ジスタと、
　ゲート電極が前記第１ノードと接続され、ソース電極が第２ノードと接続され、ドレイ
ン電極が第４ノードと接続される駆動トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第２ノードとの間に接続され、前記駆動トランジスタの閾値電圧
を保存する第１キャパシタと、
　第１発光制御信号に応じて、第３ノードに印加される高電位電源電圧を前記第２ノード
に供給する第２トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第２ノードとの間の電圧差によって発光が制御される有機発光ダ
イオードと、
　第２発光制御信号に応じて、前記第４ノードと前記有機発光ダイオードのアノード電極
である第５ノードとを接続する第３トランジスタと、を含む、有機発光ダイオード表示装
置。
【請求項２】
　前記第１トランジスタは、スキャンラインを介して印加される前記スキャン信号によっ
てターンオンされ、
　前記第２トランジスタは、第１発光制御ラインを介して印加される前記第１発光制御信
号によってターンオンされ、
　前記第３トランジスタは、第２発光制御ラインを介して印加される前記第２発光制御信
号によってターンオンされることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光ダイオード表
示装置。
【請求項３】
　前記スキャン信号は、第ｎ番目のスキャン信号であり、前記第１発光制御信号は、第ｎ
番目の発光制御信号であり、前記第２発光制御信号は、第(ｎ＋１)番目の発光制御信号で
あることを特徴とする、請求項１または２に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項４】
　前記第２ノードと、前記第２トランジスタのソース電極である前記第３ノードとの間に
接続される第２キャパシタをさらに含むことを特徴とする、請求項１ないし３のいずれか
一項に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項５】
　前記第１乃至第３トランジスタがターンオンされると、
　前記第１ノードに前記基準電圧が供給され、前記第２ノードに前記高電位電源電圧が供
給され、前記第４ノードと前記第５ノードとが接続されることを特徴とする、請求項１な
いし４のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第３トランジスタがターンオンされ、前記第２トランジスタがターンオフ
されると、
　前記第１ノードに前記基準電圧が供給され、前記第４ノードと前記第５ノードとが接続
され、前記第２ノードの電圧は、前記高電位電源電圧よりも小さい電圧に次第に減少する
ことを特徴とする、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示装
置。
【請求項７】
　前記第２ノードの電圧は、前記基準電圧と前記駆動トランジスタの閾値電圧の絶対値と
の和まで減少することを特徴とする、請求項６に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項８】
　前記第１トランジスタがターンオンされ、前記第２及び第３トランジスタがターンオフ
されると、
　前記第１ノードに前記データ電圧が供給されることを特徴とする、請求項１ないし７の
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いずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項９】
　前記第１トランジスタがターンオフされ、前記第２及び第３トランジスタがターンオン
されると、
　前記データ電圧及び前記基準電圧によって前記有機発光ダイオードが発光することを特
徴とする、請求項１ないし８のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項１０】
　第１乃至第３トランジスタ、駆動トランジスタ、第１及び第２キャパシタ、及び有機発
光ダイオードを含む有機発光ダイオード表示装置の駆動方法において、
　前記第１乃至第３トランジスタがターンオンされる間に、前記第１トランジスタに印加
されるスキャン信号に応じて、前記駆動トランジスタのゲート電極である第１ノードの電
圧を基準電圧に初期化する段階と、
　前記第１及び第３トランジスタがターンオンされ、前記第２トランジスタがターンオフ
される間に、一端が前記第１ノードと接続され、他端が前記駆動トランジスタのソース電
極である第２ノードと接続される前記第１キャパシタに、前記駆動トランジスタの閾値電
圧を保存する段階と、
　前記第１トランジスタがターンオンされ、前記第２及び第３トランジスタがターンオフ
される間に、前記第１ノードに前記データ電圧を供給する段階と、
　前記第１トランジスタがターンオフされ、前記第２及び第３トランジスタがターンオン
される間に、前記データ電圧及び前記基準電圧によって前記有機発光ダイオードが発光す
る段階と、を含む、有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記初期化する段階は、
　前記第２ノードに高電位電源電圧を供給し、前記駆動トランジスタのドレイン電極であ
る第４ノードと、前記有機発光ダイオードのアノード電極である第５ノードとを接続する
ことを特徴とする、請求項１０に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記閾値電圧を保存する段階は、
　前記第１ノードに前記基準電圧を供給し、前記第２ノードの電圧は、前記基準電圧と前
記駆動トランジスタの閾値電圧の絶対値との和まで減少することを特徴とする、請求項１
０または１１に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記第２トランジスタは、ソース電極が、高電位電源電圧が印加される第３ノードと接
続され、ドレイン電極が前記第２ノードと接続され、前記第２ノードと前記第３ノードと
の間に前記第２キャパシタが接続されることを特徴とする、請求項１０ないし１２のいず
れか一項に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記データ電圧を供給する段階は、
　前記駆動トランジスタのドレイン電極である第４ノードと、前記有機発光ダイオードの
アノード電極である第５ノードとの接続が切れることを特徴とする、請求項１０ないし１
３のいずれか一項に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記第１トランジスタは、スキャンラインを介して印加されるスキャン信号によってタ
ーンオンされ、
　前記第２トランジスタは、第１発光制御ラインを介して印加される第１発光制御信号に
よってターンオンされ、
　前記第３トランジスタは、第２発光制御ラインを介して印加される第２発光制御信号に
よってターンオンされることを特徴とする、請求項１０ないし１４のいずれか一項に記載
の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
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　前記スキャン信号は、第ｎ番目のスキャン信号であり、前記第１発光制御信号は、第ｎ
番目の発光制御信号であり、前記第２発光制御信号は、第(ｎ＋１)番目の発光制御信号で
あることを特徴とする、請求項１５に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、より具体的に、有機発光ダイオード表示装置及びその駆動
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会が発展するにつれて、ディスプレイ分野に対する要求も様々な形態で増加し
ており、これに応じて、薄型化、軽量化、消費電力低減化などの特徴を持つ様々な平板表
示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、例えば、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示装
置（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｅｖｉｃｅ）、有機発光ダイオード
表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などが研究されている。
【０００３】
　特に、最近研究が活発に行われている有機発光ダイオード表示装置は、各画素毎に様々
な大きさのデータ電圧Ｖｄａｔａを印加して互いに異なる階調を表示することによって、
映像を表示することができる。
【０００４】
　そのために、各画素は、電流制御素子である有機発光ダイオード、駆動トランジスタ及
び一つ以上のキャパシタなどを含んでいる。特に、有機発光ダイオードに流れる電流は駆
動トランジスタによって制御され、駆動トランジスタの閾値電圧のばらつき及び各種パラ
メーターによって有機発光ダイオードに流れる電流量が変化し、これによって、画面の輝
度不均一が発生するという問題点があった。
【０００５】
　しかし、駆動トランジスタの閾値電圧のばらつきは、駆動トランジスタの製造工程の変
数によって駆動トランジスタの特性が変化して発生する。このような問題点を解決するた
めに、画素のそれぞれに、閾値電圧のばらつきを補償するために、複数のトランジスタ及
びキャパシタを含む補償回路を通じて解決することが一般的である。
【０００６】
　一方、最近は、消費者の大面積ディスプレイに対する期待が高まるにつれて、大面積有
機発光ダイオード表示装置の必要性が台頭している。そのために、補償回路は、大面積の
ために、閾値電圧のばらつきを補償する機能以外に、トランジスタ、キャパシタ及び配線
の個数を減らすことが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのもので、閾値電圧のばらつき及び高電位電
源電圧のばらつきの補償が可能で、大面積に適した有機発光ダイオード表示装置及びその
駆動方法を提供することを技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するための本発明の一側面による有機発光ダイオード表示装置は、
スキャン信号に応じて、データ電圧または基準電圧を第１ノードに供給する第１トランジ
スタと；ゲート電極が前記第１ノードと接続され、ソース電極が第２ノードと接続され、
ドレイン電極が第４ノードと接続される駆動トランジスタと；前記第１ノードと前記第２
ノードとの間に接続され、前記駆動トランジスタの閾値電圧を保存する第１キャパシタと
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；第１発光制御信号に応じて、第３ノードに印加される高電位電源電圧を前記第２ノード
に供給する第２トランジスタと；前記第１ノードと前記第２ノードとの間の電圧差によっ
て発光が制御される有機発光ダイオードと；第２発光制御信号に応じて、前記第４ノード
と前記有機発光ダイオードのアノード電極である第５ノードとを接続する第３トランジス
タと；を含む。
【０００９】
　上述した目的を達成するための本発明の他の側面による有機発光ダイオード表示装置の
駆動方法は、第１乃至第３トランジスタ、駆動トランジスタ、第１及び第２キャパシタ、
及び有機発光ダイオードを含む有機発光ダイオード表示装置の駆動方法であって、前記第
１乃至第３トランジスタがターンオンされる間に、前記第１トランジスタに印加されるス
キャン信号に応じて、前記駆動トランジスタのゲート電極である第１ノードの電圧を基準
電圧に初期化する段階と；前記第１及び第３トランジスタがターンオンされ、前記第２ト
ランジスタがターンオフされる間に、一端が前記第１ノードと接続され、他端が前記駆動
トランジスタのソース電極である第２ノードと接続される前記第１キャパシタに、前記駆
動トランジスタの閾値電圧を保存する段階と；前記第１トランジスタがターンオンされ、
前記第２及び第３トランジスタがターンオフされる間に、前記第１ノードに前記データ電
圧を供給する段階と；前記第１トランジスタがターンオフされ、前記第２及び第３トラン
ジスタがターンオンされる間に、前記データ電圧及び前記基準電圧によって前記有機発光
ダイオードが発光する段階と；を含む。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の実施例によれば、駆動トランジスタの動作状態による閾値電圧のばらつき、及
びＩＲ　Ｄｒｏｐによる高電位電源電圧のばらつきを補償することによって、有機発光ダ
イオードに流れる電流を一定に維持して、画質の低下を防止することができる効果がある
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の構成を概略的に示す図であ
る。
【図２】図１に示されたサブピクセルの等価回路を概略的に示す図である。
【図３】図２に示された等価回路に供給される制御信号の一実施例によるタイミング図で
ある。
【図４】図３に示されたタイミング図を具体化した図である。
【図５Ａ－Ｄ】本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の駆動方法を説明する
ための図である。
【図６】図２に示された等価回路に供給される制御信号の他の実施例によるタイミング図
である。
【図７】本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の閾値電圧のばらつきによる
電流の変化を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施例について詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の構成を概略的に示す図で
ある。
【００１４】
　図１に示されたように、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置１００は、
パネル１１０、タイミング制御部１２０、スキャン駆動部１３０、及びデータ駆動部１４
０を含む。
【００１５】
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　パネル１１０は、マトリクス状に配置されたサブピクセルＳＰを含む。パネルに含まれ
たサブピクセルＳＰは、スキャン駆動部１３０から多数のスキャンラインＳＬ１～ＳＬｍ
を介して供給されるスキャン信号、及びデータ駆動部１４０から多数のデータラインＤＬ
１～ＤＬｎを介して供給されるデータ信号によって発光する。また、サブピクセルＳＰの
発光は、スキャン信号とデータ信号だけでなく、スキャン駆動部１３０から多数の第１発
光制御ライン（図示せず）を介して供給される第１発光制御信号、及び多数の第２発光制
御ライン（図示せず）を介して供給される第２発光制御信号によって制御可能である。
【００１６】
　そのために、一つのサブピクセルには、有機発光ダイオードとこれを駆動するための多
数のトランジスタ及びキャパシタが形成されている。このようなサブピクセルＳＰの細部
構成については、図２で詳細に説明する。
【００１７】
　タイミング制御部１２０は、外部から、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（
Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル信号（ＤＥ）、クロック信号（ＣＬＫ）、映像信号が供
給される。また、タイミング制御部１２０は、外部から入力される映像信号をフレーム単
位で整列して、デジタル形態の映像データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を生成する。
【００１８】
　例えば、タイミング制御部１２０は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈ
ｓｙｎｃ）、データイネーブル信号（ＤＥ）、クロック信号（ＣＬＫ）などのタイミング
信号を用いて、スキャン駆動部１３０及びデータ駆動部１４０の動作タイミングを制御す
る。
【００１９】
　そのために、タイミング制御部１２０は、スキャン駆動部１３０の動作タイミングを制
御するためのゲート制御信号（ＧＣＳ）、及びデータ駆動部１４０の動作タイミングを制
御するためのデータ制御信号（ＤＣＳ）を生成する。
【００２０】
　スキャン駆動部１３０は、タイミング制御部１２０から供給されるゲート制御信号（Ｇ
ＣＳ）に応じて、パネル１１０に含まれたサブピクセルＳＰに含まれたトランジスタが動
作可能なように、スキャン信号Ｓｃａｎを生成し、生成されたスキャン信号Ｓｃａｎをス
キャンラインＳＬを介してパネル１１０に供給する。また、スキャン駆動部１３０は、ス
キャン信号の一種として第１及び第２発光制御信号Ｅｍ，Ｈを生成し、生成された第１及
び第２発光制御信号Ｅｍ，Ｈを第１及び第２発光制御ライン（図示せず）を介してパネル
１１０に供給する。以下では、スキャンラインのうち第ｎ番目のスキャンラインを介して
印加されるスキャン信号をＳｃａｎ［ｎ］と仮定する。
【００２１】
　データ駆動部１４０は、タイミング制御部１２０から供給されるデジタル形態の映像デ
ータ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びデータ制御信号（ＤＣＳ）を用いてデータ信号を生成し、生成さ
れたデータ信号をデータラインＤＬを介してパネル１１０に供給する。
【００２２】
　以下では、サブピクセルの細部構成について、図１及び図２を参照して詳細に説明する
。
【００２３】
　図２は、図１に示されたサブピクセルの等価回路を概略的に示す図である。
【００２４】
　図２に示されたように、各サブピクセルＳＰは、第１乃至第３トランジスタＴ１～Ｔ３
と駆動トランジスタＴｄｒ、第１及び第２キャパシタＣ１，Ｃ２及び有機発光ダイオード
ＯＬＥＤを含むことができる。
【００２５】
　第１乃至第３トランジスタＴ１～Ｔ３及び駆動トランジスタＴｄｒは、図２に示された
ように、ＰＭＯＳタイプのトランジスタが適用されているが、他の実施例として、ＮＭＯ
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Ｓタイプのトランジスタも適用可能である。この場合、ＰＭＯＳタイプのトランジスタを
ターンオンさせる電圧は、ＮＭＯＳタイプのトランジスタをターンオンさせる電圧と反対
の極性を有する。
【００２６】
　まず、第１トランジスタＴ１のソース電極にデータ電圧Ｖｄａｔａまたは基準電圧Ｒｅ
ｆが印加され、ゲート電極にスキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］が印加され、ドレイン電極は、
駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノードＮ１と接続される。ここで、スキ
ャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］は、複数のスキャンラインのうち第ｎ番目のスキャンラインを介
して印加される第ｎ番目のスキャン信号であり得る。
【００２７】
　例えば、データラインＤＬを介してデータ電圧Ｖｄａｔａまたは基準電圧Ｒｅｆが第１
トランジスタＴ１のソース電極に印加され、第１トランジスタＴ１の動作は、スキャンラ
インＳＬを介して供給されるスキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］によって制御可能である。
【００２８】
　したがって、第１トランジスタＴ１はスキャン信号Ｓｃａｎによってターンオンされ、
データ電圧Ｖｄａｔａまたは基準電圧Ｒｅｆを第１ノードＮ１に供給することができる。
【００２９】
　ここで、基準電圧Ｒｅｆは、一定の大きさの直流電圧であり、データ電圧Ｖｄａｔａは
、３水平周期（３Ｈ）毎に互いに異なる連続した電圧であってもよい。例えば、第１トラ
ンジスタＴ１のソース電極に、１水平周期（１Ｈ）の間に第ｎ－１番目のデータ電圧Ｖｄ
ａｔａ［ｎ－１］が印加される場合、次の２水平周期（２Ｈ）の間に基準電圧が印加され
た後、次の１水平周期（１Ｈ）の間には第ｎ番目のデータ電圧Ｖｄａｔａ［ｎ］が印加さ
れ、続いて、３水平周期毎に次番目のデータ電圧が連続して印加されてもよい。
【００３０】
　一方、第１ノードＮ１に基準電圧Ｒｅｆが印加される場合には、基準電圧Ｒｅｆは、駆
動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノードＮ１を基準電圧Ｒｅｆに初期化させ
る役割を果たす。
【００３１】
　次に、第２トランジスタＴ２のソース電極である第３ノードＮ３に高電位電源電圧ＶＤ
Ｄが印加され、ゲート電極に第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］が印加され、ドレイン電極は、
駆動トランジスタＴｄｒのソース電極である第２ノードＮ２と接続される。
【００３２】
　例えば、第３ノードＮ３に高電位電源電圧ＶＤＤが印加され、第１発光制御ラインを介
して供給される第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］に応じて第２トランジスタＴ２がターンオン
されると、第３ノードＮ３と第２ノードＮ２とが接続されて、第２ノードＮ２に高電位電
源電圧ＶＤＤを印加することができる。
【００３３】
　次に、第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される。
【００３４】
　例えば、第１キャパシタＣ１は、駆動トランジスタＴｄｒの閾値電圧（Ｖｔｈ）をセン
シングする役割を果たし、具体的に、第１キャパシタＣ１には、駆動トランジスタの閾値
電圧を保存することができる。
【００３５】
　次に、第２キャパシタＣ２は、高電位電源電圧ＶＤＤが印加される第３ノードＮ３と第
２ノードＮ２との間に接続される。
【００３６】
　例えば、第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］によって第２トランジスタＴ２がターンオフされ
、第３ノードＮ３と第２ノードＮ２との接続が切れる場合に、第２キャパシタＣ２の一端
に継続して高電位電源電圧ＶＤＤを印加することができる。
【００３７】
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　次に、駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極は第１ノードＮ１と接続され、ソース電極
は第２ノードＮ２と接続され、ドレイン電極は第４ノードＮ４と接続される。
【００３８】
　一方、後述する有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量は、駆動トランジスタＴｄ
ｒのソース電極とゲート電極との間の電圧Ｖｓｇと、駆動トランジスタＴｄｒの閾値電圧
（Ｖｔｈ）との和（Ｖｓｇ＋Ｖｔｈ）によって決定され、補償回路によって、最終的にデ
ータ電圧Ｖｄａｔａと基準電圧Ｒｅｆによって決定され得る。
【００３９】
　したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流の量は、データ電圧Ｖｄａｔａ
の大きさに比例するので、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置は、各サブ
ピクセルＳＰ毎に様々な大きさのデータ電圧Ｖｄａｔａを印加して、互いに異なる階調を
表示することによって、映像をディスプレイする。
【００４０】
　次に、第３トランジスタＴ３のゲート電極に第２発光制御信号Ｈ［ｎ］が印加され、ソ
ース電極は、駆動トランジスタＴｄｒのドレイン電極である第４ノードＮ４と接続され、
ドレイン電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極である第５ノードＮ５と接
続される。
【００４１】
　例えば、第２発光制御ラインを介して供給される第２発光制御信号Ｈ［ｎ］によって第
３トランジスタＴ３がターンオンされると、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５とが接続さ
れて、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光を制御することができる。
【００４２】
　仮に、第３トランジスタＴ３が第２発光制御信号Ｈ［ｎ］によってターンオフされると
、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光はオフされ、第３トランジスタＴ３がターンオンさ
れると、スキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］及び第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］によって有機発光
ダイオードＯＬＥＤの発光を制御することができる。
【００４３】
　一方、第２発光制御信号Ｈ［ｎ］は、第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］と異なる別途の発光
制御信号であってもよく、第１発光制御信号が第ｎ番目の第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］で
ある場合、第２発光制御信号Ｈ［ｎ］は第ｎ＋１番目の第１発光制御信号（Ｅｍ［ｎ＋１
］）であってもよい。
【００４４】
　次に、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は第５ノードＮ５と接続され、カソ
ード電極に低電位電源電圧ＶＳＳが印加される。
【００４５】
　以下では、図３及び図５Ａ乃至図５Ｄを参照して、本発明の実施例に係る有機発光ダイ
オード表示装置に含まれた各サブピクセルの動作について詳細に説明する。
【００４６】
　図３は、図２に示された等価回路に供給される制御信号の一実施例によるタイミング図
であり、図５Ａ乃至図５Ｄは、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の駆動
方法を説明するための図である。
【００４７】
　図３に示されたように、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置は、初期化
（Ｉｎｉｔｉａｌ）期間ｔ１、センシング（Ｓｅｎｓｉｎｇ）期間ｔ２、サンプリング（
Ｓａｍｐｌｉｎｇ）期間ｔ３、及び発光（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ）期間ｔ４に区分されて動作
し、初期化期間ｔ１、センシング期間ｔ２及びサンプリング期間ｔ３は、それぞれ、１水
平周期１Ｈであることがわかる。
【００４８】
　一方、以下では、図５Ａ乃至図５Ｄに示されたように、第３ノードＮ３に印加される高
電位電源電圧は、高電位電源電圧が印加される配線抵抗によって発生するＩＲ　Ｄｒｏｐ
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によって、それぞれの期間の間に、高電位電源電圧の値が変わるようになるので、それぞ
れの期間の間の高電位電源電圧ＶＤＤ１、ＶＤＤ２、ＶＤＤ３、ＶＤＤ４は、それぞれ異
なる値を有するものと仮定する。
【００４９】
　まず、初期化期間ｔ１の間に、図３に示されたように、ローレベルのスキャン信号Ｓｃ
ａｎ［ｎ］及び第１及び第２発光制御信号Ｅｍ［ｎ］，Ｈ［ｎ］が印加され、第１トラン
ジスタＴ１のソース電極にデータラインを介して基準電圧Ｒｅｆが印加される。
【００５０】
　これによって、図５Ａに示されたように、第１トランジスタＴ１はローレベルのスキャ
ン信号Ｓｃａｎ［ｎ］によってターンオンされ、第２トランジスタＴ２はローレベルの第
１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］によってターンオンされ、第３トランジスタＴ３はローレベル
の第２発光制御信号Ｈ［ｎ］によてターンオンされる。
【００５１】
　また、第１トランジスタＴ１がターンオンされるので、第１トランジスタＴ１のソース
電極にデータラインを介して基準電圧Ｒｅｆが供給され、第１ノードの電圧は、基準電圧
Ｒｅｆに初期化される。そして、第２トランジスタＴ２がターンオンされるので、第２ト
ランジスタＴ２のソース電極である第３ノードＮ３に印加される高電位電源電圧ＶＤＤ１
が、駆動トランジスタＴｄｒのソース電極である第２ノードＮ２に供給される。また、第
３トランジスタＴ３がターンオンされることによって、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５
とが接続される。
【００５２】
　例えば、初期化期間ｔ１の間に、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５とが接続されること
によって、有機発光ダイオードＯＬＥＤには電流が流れるが、初期化期間ｔ１が１水平期
間１Ｈだけの非常に短い期間であるため、有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することは
視聴者の目には認識されない。単に、駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノ
ードＮ１の電圧を基準電圧Ｒｅｆに初期化することができる。
【００５３】
　結局、初期化期間ｔ１の間に、第３トランジスタＴ３がターンオンされることによって
、有機発光ダイオードに電流が流れるが、第１トランジスタＴ１がターンオンされること
によって、駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノードＮ１の電圧は、一定の
直流電圧である基準電圧Ｒｅｆに初期化される。
【００５４】
　次に、センシング（Ｓｅｎｓｉｎｇ）期間ｔ２の間に、図３に示されたように、ローレ
ベルのスキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］及び第２発光制御信号Ｈ［ｎ］と、ハイレベルの第１
発光制御信号Ｅｍ［ｎ］とが印加される。
【００５５】
　これによって、図５Ｂに示されたように、第１トランジスタＴ１はローレベルのスキャ
ン信号Ｓｃａｎ［ｎ］によってターンオンされ、第２トランジスタＴ２はハイレベルの第
１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］によってターンオフされ、第３トランジスタＴ３はローレベル
の第２発光制御信号Ｈ［ｎ］によってターンオンされ、第１トランジスタＴ１のソース電
極にデータラインを介して基準電圧Ｒｅｆが印加される。
【００５６】
　また、第１トランジスタＴ１がターンオン状態を維持することによって、第１トランジ
スタＴ１のソース電極にデータラインを介して基準電圧Ｒｅｆが供給され、第１ノードの
電圧は基準電圧Ｒｅｆを維持する。そして、第２トランジスタＴ２がターンオフされるの
で、第２ノードＮ２と第３ノードＮ３との間の直接的な接続は切れるようになるが、高電
位電源電圧ＶＤＤ２は、第２キャパシタＣ２の一端である第３ノードＮ３に供給される。
また、第３トランジスタＴ３がターンオン状態を維持することによって、第４ノードＮ４
と第５ノードＮ５とは接続状態を維持する。
【００５７】
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　例えば、センシング期間ｔ２の間に、第１ノードの電圧は基準電圧Ｒｅｆを維持するが
、第２トランジスタＴ２がターンオフされることによって、第２ノードＮ２と第３ノード
Ｎ３との間の直接的な接続が切れるようになり、初期化期間ｔ１の間に第１及び第２キャ
パシタＣ１，Ｃ２に保存された電荷が放電されながら、第２ノードＮ２の電圧は、初期化
期間ｔ１の間の第２ノードＮ２の電圧である高電位電源電圧ＶＤＤ１よりも小さい電圧に
次第に減少するようになる。
【００５８】
　結局、センシング期間ｔ２の間に、第２ノードＮ２の電圧は、高電位電源電圧ＶＤＤ１
よりも小さい電圧に次第に減少し、駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノー
ドＮ１の電圧である基準電圧Ｒｅｆより駆動トランジスタＴｄｒの閾値電圧（Ｖｔｈ）の
絶対値（｜Ｖｔｈ｜）だけ大きい電圧（Ｒｅｆ＋｜Ｖｔｈ｜）まで減少するようになる。
したがって、センシング期間ｔ２が完了する時点に、第１キャパシタＣ１には駆動トラン
ジスタの閾値電圧が保存されるようになる。
【００５９】
　これは、駆動トランジスタＴｄｒがソースフォロアー方式で接続されているため、駆動
トランジスタＴｄｒのソース電極である第２ノードＮ２の電圧が減少する途中、駆動トラ
ンジスタＴｄｒがターンオフされるまでの電圧である駆動トランジスタＴｄｒのゲート電
極の電圧である基準電圧Ｒｅｆより駆動トランジスタ閾値電圧（Ｖｔｈ）の絶対値（｜Ｖ
ｔｈ｜）だけ大きい電圧（Ｒｅｆ＋｜Ｖｔｈ｜）まで減少するからである。
【００６０】
　したがって、センシング期間ｔ２の間に、第１キャパシタＣ１は、駆動トランジスタの
閾値電圧（Ｖｔｈ）をセンシングする役割を果たす。
【００６１】
　次に、サンプリング（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）期間ｔ３の間に、図３に示されたように、ロ
ーレベルのスキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］と、ハイレベルの第１及び第２発光制御信号Ｅｍ
［ｎ］、Ｈ［ｎ］とが印加される。
【００６２】
　これによって、図５Ｃに示されたように、第１トランジスタＴ１はローレベルのスキャ
ン信号Ｓｃａｎ［ｎ］によってターンオンされ、第２及び第３トランジスタＴ２、Ｔ３は
ハイレベルの第１及び第２発光制御信号Ｅｍ［ｎ］、Ｈ［ｎ］によってターンオフされ、
第１トランジスタＴ１のソース電極にデータラインを介してデータ電圧Ｖｄａｔａ［ｎ］
が印加される。
【００６３】
　また、第１トランジスタＴ１がターンオンされることによって、第１トランジスタＴ１
のソース電極にデータラインを介してデータ電圧Ｖｄａｔａ［ｎ］が供給される。そして
、第２トランジスタＴ２がターンオフ状態を維持するので、高電位電源電圧ＶＤＤ３は、
第２キャパシタＣ２の一端である第３ノードＮ３に継続して供給される。また、第３トラ
ンジスタＴ３がターンオフされることによって、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５とは接
続が切れるようになり、それによって、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光がオフされる
。
【００６４】
　例えば、センシング期間ｔ２の間に、第１キャパシタＣ１の一端である第１ノードＮ１
に基準電圧Ｒｅｆが供給され、その後、サンプリング期間ｔ３の間に、第１ノードＮ１に
データ電圧Ｖｄａｔａ［ｎ］が供給されることによって、第１キャパシタＣ１の他端であ
る第２ノードＮ２の電圧もまた変わるようになる。しかし、第１キャパシタＣ１の両端に
保存された電圧が一定に維持され、第１及び第２キャパシタが直列接続されているので、
第１及び第２キャパシタの静電容量（ｃ１＋ｃ２）の比率によって第２ノードＮ２の電圧
が決定される。したがって、第２ノードの電圧は、センシング期間ｔ２の間の第２ノード
の電圧（Ｒｅｆ＋｜Ｖｔｈ｜）と第１ノードの電圧の変化量（Ｖｄａｔａ［ｎ］－Ｒｅｆ
）と第１及び第２キャパシタの静電容量（ｃ１＋ｃ２）の比率（ｃ１/（ｃ１＋ｃ２））
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によって、“Ｒｅｆ＋｜Ｖｔｈ｜＋{ｃ１/（ｃ１＋ｃ２）}（Ｖｄａｔａ［ｎ］－Ｒｅｆ
）”で表すことができる。したがって、第１キャパシタＣ１の両端には、“Ｖｄａｔａ［
ｎ］－[Ｒｅｆ＋｜Ｖｔｈ｜＋{ｃ１/（ｃ１＋ｃ２）}（Ｖｄａｔａ［ｎ］－Ｒｅｆ）]”
だけの電圧（ＶＣ１）が保存されるようになる。整理すると、第１キャパシタＣ１の両端
に保存される電圧（ＶＣ１）は、“{ｃ２/（ｃ１＋ｃ２）}（Ｖｄａｔａ［ｎ］－Ｒｅｆ
）－｜Ｖｔｈ｜”となる。
【００６５】
　これは、第１キャパシタ及び第２キャパシタの静電容量の比率が、後述する有機発光ダ
イオードＯＬＥＤに流れる電流Ｉｏｌｅｄに影響を与えるので、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤに流れる電流Ｉｏｌｅｄがピークである時、静電容量の比率が影響を与えない場合よ
りさらに大きいデータ電圧が必要であるので、データ電圧による有機発光ダイオードに流
れる電流Ｉｏｌｅｄの分解能を向上させることができる。
【００６６】
　結局、サンプリング期間ｔ３の間に、第１キャパシタは、発光期間ｔ４の間に有機発光
ダイオードＯＬＥＤが発光するのに必要なデータ電圧をサンプリングする役割を果たす。
【００６７】
　一方、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置に含まれた有機発光ダイオー
ドは、毎フレームごとにそれぞれのスキャンラインのサンプリングが完了した後、直ちに
、発光を開始する。
【００６８】
　言い換えると、各スキャンライン毎にスキャンを完了した後、直ちに発光を開始するも
ので、図４を参照してより詳細に説明する。
【００６９】
　 図４は、図３に示されたタイミング図を具体化した図である。本発明の実施例に係る
有機発光ダイオード表示装置のスキャンラインの個数がｍ個であると仮定すると、第１番
目、第ｎ番目及び第ｍ番目のスキャンラインのそれぞれには、スキャン信号として、Ｓｃ
ａｎ［１］、Ｓｃａｎ［ｎ］及びＳｃａｎ［ｍ］が印加され、それぞれのスキャンライン
と交差する一つのデータラインに、第１番目のデータ電圧Ｖｄａｔａ［１］から第ｍ番目
のデータ電圧Ｖｄａｔａ［ｍ］まで印加されることがわかる。
【００７０】
　ここで、データ電圧が印加されるスキャン（Ｓｃａｎ）期間には、各スキャンライン別
に初期化（Ｉｎｉｔｉａｌ）期間ｔ１、センシング（Ｓｅｎｓｉｎｇ）期間ｔ２、サンプ
リング（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）期間ｔ３、発光（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ）期間ｔ４を含むことが
できる。
【００７１】
　したがって、各スキャンライン別に該当のデータ電圧のサンプリングが完了した後、直
ちに有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光を開始する。
【００７２】
　次に、発光（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ）期間ｔ４の間に、図３に示されたように、ハイレベル
のスキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］と、ローレベルの第１及び第２発光制御信号Ｅｍ［ｎ］、
Ｈ［ｎ］とが印加される。
【００７３】
　これによって、図５Ｄに示されたように、第１トランジスタＴ１はハイレベルのスキャ
ン信号Ｓｃａｎ［ｎ］によってターンオフされ、第２及び第３トランジスタＴ２，Ｔ３は
ローレベルの第１及び第２発光制御信号Ｅｍ［ｎ］，Ｈ［ｎ］によってターンオンされ、
第１トランジスタＴ１のソース電極にデータラインを介して基準電圧Ｒｅｆが印加される
が、第１トランジスタは、ハイレベルのスキャン信号によってターンオフされるので、第
１ノードの電圧には何らの影響も与えない。また、第２トランジスタＴ２がターンオンさ
れるので、高電位電源電圧ＶＤＤ４は第３ノードＮ３に直接供給され、第３トランジスタ
Ｔ３がターンオンされることによって、第４ノードＮ４と第５ノードＮ５とが接続されて



(12) JP 2014-123127 A 2014.7.3

10

20

30

40

50

、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光が開始される。
【００７４】
　したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流Ｉｏｌｅｄは、駆動トランジス
タＴｄｒに流れる電流によって決定され、駆動トランジスタに流れる電流は、駆動トラン
ジスタのゲート電極とソース電極との間の電圧（Ｖｇｓ）及び駆動トランジスタの閾値電
圧（Ｖｔｈ）によって決定され、下記の数学式１のように定義することができる。一方、
サンプリング期間ｔ3の間に第１キャパシタＣ１の両端に保存された電圧（ＶＣ１）によ
って、駆動トランジスタＴｄｒのゲート電極である第１ノードＮ１の電圧は、“ＶＤＤ４
＋{ｃ２/（ｃ１＋ｃ２）}（Ｖｄａｔａ［ｎ］－Ｒｅｆ）－｜Ｖｔｈ|”となり得る。
【００７５】
【数１】

【００７６】
　ここで、“Ｋ”は、比例定数として、駆動トランジスタＴｄｒの構造と物理的特性によ
って決定される値で、駆動トランジスタＴｄｒの移動度（ｍｏｂｉｌｉｔｙ）、及び駆動
トランジスタＴｄｒのチャネル幅（Ｗ）とチャネル長さ（Ｌ）との比である“Ｗ/Ｌ”な
どによって決定され得る。また、有機発光ダイオード表示装置に含まれたトランジスタが
ＰＭＯＳタイプのトランジスタである場合、駆動トランジスタの閾値電圧は負の値を有す
る。一方、駆動トランジスタＴｄｒの閾値電圧（Ｖｔｈ）は、常に一定の値を有するもの
ではなく、駆動トランジスタＴｄｒの動作状態によってばらつきが発生し得る。
【００７７】
　言い換えると、数学式１から見ると、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装
置は、発光期間ｔ４の間に有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流Ｉｏｌｅｄが、駆動
トランジスタＴｄｒの閾値電圧（Ｖｔｈ）の影響を受けず、単に、データ電圧Ｖｄａｔａ
と基準電圧Ｒｅｆとの差によって決定され得る。また、本発明の実施例に係る有機発光ダ
イオード表示装置は、高電位電源電圧が印加される配線抵抗によって発生するＩＲ　Ｄｒ
ｏｐによる高電位電源電圧の影響を受けない。
【００７８】
　一方、図３では、第１乃至第３トランジスタは、スキャン信号Ｓｃａｎ［ｎ］及び別個
の第１及び第２発光制御信号Ｅｍ［ｎ］，Ｈ［ｎ］のような制御信号によって動作が制御
され、データ電圧が３水平周期（３Ｈ）毎に印加されるものと説明したが、他の実施例に
おいて、第２発光制御信号Ｈ［ｎ］は、第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ］の次番目の第１発光
制御信号Ｅｍ［ｎ＋１］であってもよく、データ電圧もまた２水平周期毎に印加可能であ
る。
【００７９】
　以下では、図６を参照して、他の実施例に係る制御信号について説明する。
【００８０】
　図６は、図２に示された等価回路に供給される制御信号の他の実施例によるタイミング
図である。
【００８１】
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　図６に示されたように、データ電圧は、図４に示されたデータ電圧とは異なり、２水平
周期（２Ｈ）毎に次番目のデータ電圧が印加され、基準電圧Ｒｅｆもまた２水平周期（２
Ｈ）毎に印加されることがわかる。また、第２発光制御信号Ｈ［ｎ］は、第ｎ＋１番目の
第１発光制御信号Ｅｍ［ｎ＋１］であることがわかる。
【００８２】
　一方、図６に示されたように、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置は、
図５と同様に、初期化（Ｉｎｉｔｉａｌ）期間ｔ１、センシング（Ｓｅｎｓｉｎｇ）期間
ｔ２、サンプリング（Ｓａｍｐｌｉｎｇ）期間ｔ３、及び発光（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ）期間
ｔ４に区分されて動作するが、サンプリング期間ｔ３のみ１水平周期（１Ｈ）であり、初
期化期間ｔ１及びセンシング期間ｔ２を合わせた期間が１水平周期であることがわかる。
【００８３】
　したがって、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置は、駆動トランジスタ
の動作状態による閾値電圧のばらつき及びＩＲ　Ｄｒｏｐによる高電位電源電圧のばらつ
きを補償することによって、有機発光ダイオードに流れる電流を一定に維持して、画質の
低下を防止することができる。
【００８４】
　また、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置は、補償回路を構成するトラ
ンジスタ及びキャパシタの個数が少ないので、大面積に適する。
【００８５】
　図７は、本発明の実施例に係る有機発光ダイオード表示装置の閾値電圧のばらつきによ
る電流の変化を説明するための図である。
【００８６】
　図７に示されたように、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流Ｉｏｌｅｄの大きさ
はデータ電圧Ｖｄａｔａに比例するが、同一のデータ電圧Ｖｄａｔａでは、閾値電圧（Ｖ
ｔｈ）のばらつきｄＶｔｈによって大きく変化しないことがわかる。
【００８７】
　本発明の属する技術分野における当業者は、上述した本発明がその技術的思想や必須の
特徴を変更せずに他の具体的な形態で実施できるということが理解されるであろう。
【００８８】
　したがって、以上記述した実施例は、全ての面で例示的なものであり、限定的なもので
はないと理解しなければならない。本発明の範囲は、上記詳細な説明よりは、後述する特
許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から
導かれる全ての変更又は変形された形態が本発明の範囲に属するものと解釈しなければな
らない。
【符号の説明】
【００８９】
　　Ｔ１～Ｔ３　　第１乃至第３トランジスタ
　　Ｃ１、Ｃ２　　第１及び第２キャパシタ
　　Ｔｄｒ　　駆動トランジスタ
　　ＯＬＥＤ　　有機発光ダイオード
　　ＶＤＤ　　高電位電源電圧
　　ＶＳＳ　　低電位電源電圧
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摘要(译)

解决的问题：提供一种有机发光二极管显示装置，该显示装置能够补偿
驱动晶体管的阈值电压的变化和高电位电源电压的变化。 第一晶体管T1
根据扫描信号向第一节点提供数据电压或参考电压，连接至第一节点的
栅电极，连接至第二节点的源电极和漏电极。 是连接到第四节点的驱动
晶体管Tdr，连接在第一节点和第二节点之间并存储驱动晶体管的阈值电
压的第一电容器C1，并且根据第一发光控制信号， 第二晶体管T2用于将
施加到第三节点的高电势电源电压提供给第二节点；有机发光二极管
OLED，其发射由第一节点和第二节点之间的电压差控制； 图2根据发光
控制信号将第三节点T3连接到第四节点和第五节点，该第五节点是有机
发光二极管的阳极。 [选择图]图2
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